
（
漁
船
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

漁
船
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
三
条

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
漁
船
の
建
造
前
に
起

業
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
起
業
の
認
可
申
請
書
二
通
に
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
漁
船
の
建
造
許
可
を
申
請
す
る
旨
を
書
き
添
え
た
と
き
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の

提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
漁
船
の
建
造
前
に
起

業
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
起
業
の
認
可
申
請
書
二
通
に
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
漁
船
の
建
造
許
可
を
申
請
す
る
旨
を
書
き
添
え
た
と
き
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の

提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
漁
船
検
査
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

漁
船
検
査
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応

す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
性
能
）

（
性
能
）

第
六
条

船
体
の
性
能
は
、
速
力
試
験
、
後
進
及
び
前
進
試
験
、
操
舵
試
験
、
旋
回
力
試
験
、
連
続
航
走
試
験
、

最
低
速
試
験
、
ク
ラ
ッ
チ
か
ん
脱
試
験
及
び
重
心
査
定
試
験
並
び
に
振
動
状
況
、
船
首
揺
動
及
び
副
漁
具
（
漁

具
を
操
作
す
る
機
械
装
置
を
い
う
。）の
作
動
状
況
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。
た
だ
し
、
各
試
験
は
、
当
該
漁
船
の
状
態
を
試
験
状
態
（
試
験
に
必
要
な
人
員
、
器
具
、
消
耗
物
資

及
び
ト
リ
ム
調
整
用
の
重
量
物
を
積
載
す
る
以
外
は
空
荷
の
状
態
）
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条

船
体
の
性
能
は
、
速
力
試
験
、
後
進
及
び
前
進
試
験
、
操
舵
試
験
、
旋
回
力
試
験
、
連
続
航
走
試
験
、

最
低
速
試
験
、
ク
ラ
ッ
チ
か
ん
脱
試
験
及
び
重
心
査
定
試
験
並
び
に
振
動
状
況
、
船
首
揺
動
及
び
副
漁
具
（
漁

具
を
操
作
す
る
機
械
装
置
を
い
う
。）の
作
動
状
況
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。
た
だ
し
、
各
試
験
は
、
当
該
漁
船
の
状
態
を
試
験
状
態
（
試
験
に
必
要
な
人
員
、
器
具
、
消
耗
物
資

及
び
ト
リ
ム
調
整
用
の
重
量
物
を
積
載
す
る
以
外
は
空
荷
の
状
態
）
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

速
力
試
験
は
、
試
験
状
態
に
お
け
る
平
均
喫
水
の
七
倍
以
上
の
水
深
が
あ
る
静
穏
な
水
面
で
第
五
十
条
第

一
号
に
掲
げ
る
負
荷
試
験
に
お
け
る
も
の
と
同
様
の
各
負
荷
で
推
進
機
関
を
運
転
し
、
速
力
標
柱
間
を
そ
れ

ぞ
れ
一
往
復
し
て
行
う
も
の
と
し
、
全
負
荷
運
転
の
場
合
に
お
け
る
速
力
の
船
の
長
さ
の
平
方
根
に
対
す
る

比
の
標
準
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
た
め
平
均
喫
水
の
七
倍
以
上
の
水
深
が
あ
る
場

所
又
は
速
力
標
柱
を
使
用
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
場
所
で
行
い
又
は
手
用
測
定
具
を
使
用
し
て
も
よ

い
。

一

速
力
試
験
は
、
試
験
状
態
に
お
け
る
平
均
喫
水
の
七
倍
以
上
の
水
深
が
あ
る
静
穏
な
水
面
で
第
五
十
条
第

一
号
に
掲
げ
る
負
荷
試
験
に
お
け
る
も
の
と
同
様
の
各
負
荷
で
推
進
機
関
を
運
転
し
、
速
力
標
柱
間
を
そ
れ

ぞ
れ
一
往
復
し
て
行
う
も
の
と
し
、
全
負
荷
運
転
の
場
合
に
お
け
る
速
力
の
船
の
長
さ
の
平
方
根
に
対
す
る

比
の
標
準
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
数
値

以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
た
め
平
均
喫
水
の
七
倍
以
上
の
水
深
が
あ
る
場

所
又
は
速
力
標
柱
を
使
用
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
場
所
で
行
い
又
は
手
用
測
定
具
を
使
用
し
て
も
よ

い
。

区

分

算

式

区

分

算

式

漁
船
の
種
類

船
の
長
さ

（
メ
ー
ト
ル
）

漁
船
の
種
類

船
の
長
さ

（
メ
ー
ト
ル
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

捕
鯨
船
（
母
船
式

捕
鯨
業
の
用
に
供

す
る
も
の
を
除

く
。以
下
同
じ
）、

突
棒
漁
船

一
五
未
満

（
略
）

小
型
捕
鯨
船
、
突

棒
漁
船

一
五
未
満

（
略
）

一
五
以
上
五
五
未
満

（
略
）

一
五
以
上

（
略
）















五
五
以
上

215
３

Ｐ
2500＋

100（
Ｌ
－
50）

（
新
設
）

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報


		2020-07-07T14:57:36+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




